
おかげさまで 30 周年
2023

卒業生からのメッセージ～30周年に寄せて～ ① 秋田職能短大

第
6256
回
ナ
ン
バ
ー
ズ

抽
せ
ん
結
果（
18
日
）

※店頭でもお確
　かめください

ナンバーズ3 ナンバーズ4
０９７ ５２４１

ストレート
ボックス
セット
ストレート
セット
ボックス
ミニ

78,600円
13,100円
45,800円

6,500円
7,800円

789,400円
32,800円
411,100円

16,400円(
(

7,709,000円

89,300円

9,500円
900円

第
1241
回
ミ
ニ
ロ
ト

抽
せ
ん
結
果（
18
日
）

本数字　01、02、03、07、27
ボーナス数字　11
１等

２等

３等
４等

本数字５個と一致
本数字４個とボー
ナス数字が一致
本数字４個と一致
本数字３個と一致
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灯
籠
パ
レ
ー
ド

山
コ
チ
ン
チ
コ


日
・
扇
田
小
周
辺

職
業
訓
練
テ
ー
マ
に
講
座

参
画
セ
ン
タ
ー


日
・
北
部
共
同

二
ツ
山
公
園
水
遊
び
施
設

設
備
点
検
で

日
休
止

大
館
市

大
館
鳥
班
の
写
真
展

風
景
な
ど

作
品


日
ま
で
比
内
公
民
館

７
本
が
運
休
や
区
間
運
休

Ｊ
Ｒ
奥
羽
線

支
払
い
は
一
部
省
略

払
い
込
み
猶
予
延
長

生
保
協
会
が
対
応

大
雨
の
被
災
者
向
け

２０２３年（令和５年）７月２０日（木曜日） （８）（創刊大正７年） （昭和２０年１２月３０日第３種郵便物認可）

め
で
た
く
創
立

周
年
を
迎
え

ら
れ
、
衷
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
創
立

当
初
よ
り
献
身
的
に
教
育
に
情
熱

を
燃
や
し
、
学
生
の
指
導
に
当
た

っ
て
こ
ら
れ
た
教
職
員
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
各
位
の
努
力
の
賜
物

で
あ
る
と
深
く
敬
意
を
表
し
ま

す
。本

校
へ
は
１
期
生
と
し
て
入
校

し
、
当
時
は
何
も
か
も
新
し
い
こ

と
で
、
進
み
な
が
ら
作
り
上
げ
て

い
く
段
階
で
し
た
。
教
職
員
の

方
々
の
ご
指
導
と
ご
理
解
、
学

生
、
地
域
の
ご
協
力
を
得
て
、
学

生
自
治
会
を
立
ち
上
げ
、
１
年
目

か
ら
学
園
祭
や
球
技
大
会
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
、
実
行
す
る
こ

と
に
関
わ
れ
た
こ
と
は
自
身
に
と

っ
て
良
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
と
振
り
返
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
に
至
る
ま
で
学
生
を
迎
え

ら
れ
、
送
り
出
し
て
い
る
こ
と
と

併
せ
て
、
こ
れ
ら
の
活
動
が
歴
史

を
重
ね
て
継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
大
変
嬉
し
く
感
じ
て
お
り
ま

す
。開

校
以
来
の
卒
業
生
は

代
に

差
し
掛
か
ろ
う
か
と
い
う
世
代
を

筆
頭
に
、
各
世
代
層
で
様
々
な
分

野
、
方
面
で
幅
広
く
社
会
を
支
え

る
活
躍
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思

わ
れ
ま
す
。
昨
今
は
良
く
も
悪
く

も
大
変
革
の
渦
の
真
只
中
に
あ
り

ま
す
。
膨
大
な
情
報
が
瞬
時
に
飛

び
交
い
、
社
会
、
経
済
、
文
化
は

い
と
も
簡
単
に
ボ
ー
ダ
ー
を
超
え

る
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
数
あ
る

技
術
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
技
術
と
Ａ
Ｉ
技
術
の
進

化
は
著
し
く
、
目
ま
ぐ
る
し
い
ス

ピ
ー
ド
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
化

し
、
多
様
化
、
複
雑
化
が
進
ん
で

お
り
ま
す
。

私
自
身
は
本
校
の
コ
ン
セ
プ
ト

で
あ
る
も
の
づ
く
り
に
携
わ
っ
て

こ
れ
ま
で
過
ご
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
も
の
づ
く
り
の
現
場
で
も

例
外
な
く
こ
の
渦
中
に
あ
る
こ
と

を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で

必
要
と
な
っ
て
く
る
の
が
、
高
く

尊
い
目
標
を
自
ら
掲
げ
、
成
し
遂

げ
よ
う
と
す
る
克
己
心
と
変
わ
り

ゆ
く
環
境
や
状
況
を
素
早
く
捉
え

て
こ
れ
ら
変
化
に
追
従
し
な
が
ら

新
し
い
時
代
に
順
応
す
る
柔
軟
な

発
想
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
代
を
切
り
拓
く

力
と
も
の
づ
く
り
に
関
わ
る
実
践

技
術
を
本
校
で
学
び
、
実
社
会
に

お
い
て
大
き
な
力
を
発
揮
で
き
る

な
ら
ば
そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
し
、
自
身
も
そ
の

よ
う
な
人
材
が
輝
け
る
場
を
提
供

で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
本
校
が
今
後
益
々
隆

盛
な
る
前
途
を
開
拓
し
、
大
館
か

ら
世
界
に
羽
ば
た
く
人
財
、
地
域

に
貢
献
で
き
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
次

世
代
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
べ
き
技

術
者
が
育
ち
ゆ
く
場
で
あ
り
続
け

る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
し
て
お
り

ま
す
。

民
間
の
信
用
調
査
会
社
・
帝
国

デ
ー
タ
バ
ン
ク
秋
田
支
店
は


日
、
５
月
に
解
散
し
た
北
秋
田
市

綴
子
の
小
型
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
機

販
売
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
「
ボ
ル

タ
ー
秋
田
」（
駒
田
忠
嗣
代
表
清
算

人
）
が
地
裁
大
館
支
部
か
ら
特
別

清
算
開
始
命
令
を
受
け
た
と
発
表

し
た
。
開
始
命
令
は
６
月

日
。

同
支
店
に
よ
る
と
、
負
債
額
は
県

内
で
今
年
最
大
の
約

億
円
。
負

債
総
額
が

億
円
以
上
と
な
っ
た

の
は
、

年

月
に
民
事
再
生
を

申
請
し
た
わ
ら
び
座
（
仙
北
市
）

以
来
。

２
０
１
３
年

月
に
設
立
。


年
６
月
に
道
の
駅
「
た
か
の
す
」

敷
地
内
で
発
電
機
を
稼
働
開
始
。


年

月
に
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
手
掛
け
る
フ

ォ
レ
ス
ト
エ
ナ
ジ
ー
（
東
京
都
・

沼
真
吾
代
表
取
締
役
）
と
業
務
提

携
に
関
す
る
基
本
合
意
書
を
締

結
。
新
た
に
ボ
ル
タ
ー
ジ
ャ
パ
ン

合
同
会
社
を
立
ち
上
げ
、
本
社
名

を
「
ボ
ル
タ
ー
秋
田
」
に
変
更
し

た
。
そ
の
後
は
売
り
上
げ
不
足
で

多
額
の
赤
字
を
計
上
。
借
入
金
も

増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、

年


月
期
時
点
で
約
８
億
１
６
０
０
万

円
の
負
債
を
抱
え
た
。

今
年
４
月
末
に
は
発
電
機
の
販

売
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
の
充
実

を
目
的
に
、
フ
ォ
レ
ス
ト
エ
ナ
ジ

ー
へ
事
業
と
従
業
員
を
譲
渡
。
５

月
１
日
に
行
わ
れ
た
株
主
総
会
で

会
社
の
解
散
が
決
議
さ
れ
た
。

フ
ォ
レ
ス
ト
エ
ナ
ジ
ー
に
よ
る

と
、
同
市
綴
子
の
旧
本
社
は
現

在
、
同
社
の
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ

ー
と
し
て
営
業
し
て
い
る
。
従
業

員
は
８
人
。
道
の
駅
で
の
発
電
機

の
稼
働
も
継
続
す
る
。

大
館
市
ま
る
ご
と
体
験
推
進
協

議
会
（
石
垣
一
子
会
長
）
は
こ
の
ほ

ど
、
３
日
間
の
日
程
で
北
海
道
の

中
学
校
や
旅
行
会
社
を
巡
っ
て
教

育
旅
行
誘
致
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展

開
し
、
地
域
の
魅
力
や
体
験
内
容

を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

札
幌
市
の
ホ

テ
ル
で
東
北
各

地
の
約

団
体

・
施
設
が
集
う

「
東
北
教
育
旅

行
セ
ミ
ナ
ー
」

に
毎
年
参
加
し

て
い
る
。
今
年

は
同
協
議
会
事

務
局
の
市
観
光

課
職
員
２
人
が

派
遣
さ
れ
、
北

海
道
の
旅
行
会

社
や
学
校
関
係

者
ら
に
対
し
、

独
自
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
や
交
流
活

動
を
紹
介
。
セ
ミ
ナ
ー
当
日
以
外

に
も
小
樽
市
や
苫
小
牧
市
な
ど
を

巡
り
、
中
学
校

校
と
旅
行
会
社

４
社
を
訪
問
し
た
。

各
校
や
旅
行
業
者
で
農
家
と
の

交
流
や
き
り
た
ん
ぽ
作
り
体
験
な

ど
、
地
域
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し

た
。
大
館
を
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る

学
校
か
ら
は
「
楽
し
か
っ
た
、
ま

た
行
き
た
い
」
と
い
う
生
徒
の
声

も
聞
か
れ
た
と
い
う
。

担
当
者
は
「
大
館
を
知
っ
て
も

ら
う
貴
重
な
機
会
。
農
家
の
方
た

ち
と
の
交
流
が
醍
醐
味
（
だ
い
ご

み
）
な
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍
も
落
ち

着
き
、
さ
ら
な
る
地
元
密
着
型
を

目
指
し
て
誘
致
に
励
み
た
い
」
と

話
し
た
。

第

回
山
コ
チ
ン
チ
コ
灯
籠
パ

レ
ー
ド
は

日
夜
、
大
館
市
扇
田

小
学
校
周
辺
で
開
か
れ
る
。
午
後

６
時

分
か
ら
開
会
式
、
同
７
時

か
ら
パ
レ
ー
ド
開
始
。
４
年
生
が

製
作
し
た
絵
灯
籠
を
山
車
に
乗
せ

て
練
り
歩
く
。
雨
天
の
場
合
は


日
に
延
期
す
る
。

就
職
に
向
け
た
職
業
訓
練
に
関

す
る
講
座
が

日
午
前

時
か

ら
、
大
館
市
馬
喰
町
の
県
北
部
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

る
。元

気
Ｌ
ａ
ｂ
あ
き
た
（
佐
藤
文

枝
代
表
）
主
催
。
北
秋
田
市
の
み

く
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル

の
三
國
作
智
子
代
表
が
講
師
を
務

め
る
。
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
、

文
書
作
成
、
就
職
支
援
・
面
接
指

導
な
ど
３
カ
月
間
の
訓
練
内
容

に
つ
い
て
講
話
す
る
。
受
講
無

料
。対

象
は
講
座
に
興
味
が
あ
る
女

性
。
定
員

人
。
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。
託
児
は
要
相

談
。
事
前
申
し
込
み
が
必
要
。

申
込
先
は
元
気
Ｌ
ａ
ｂ
（
メ
ー
ル

genki.lab.akita
21
@
gmail.

com

）。
大
館
市
は

日
、
二
ツ
山
総
合

公
園
（
餅
田
）
水
遊
び
施
設
の
利

用
を
休
止
す
る
。
設
備
点
検
の
た

め
。
ほ
か
の
公
園
内
施
設
は
利
用

で
き
る
。

大
館
市
の
野
鳥
観
察
グ
ル
ー
プ

「
大
館
鳥
班
」（
池
島
未
和
代
表
）

の
「
大
館
の
自
然
と
野
鳥
の
写
真

展
」
が
、
同
市
比
内
公
民
館
で
開

か
れ
て
い
る
。
市

内
の
美
し
い
景
色

な
ど
を
収
め
た


作
品
が
並
び
、
訪

れ
る
人
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
い
る
。


日
ま
で
。

身
近
に
生
息
す

る
動
物
や
植
物
に

つ
い
て
多
く
の
市

民
に
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、
会
員
が

撮
影
し
た
写
真
を

展
示
。
ケ
リ
、
ル

リ
ビ
タ
キ
と
い
っ

た
野
鳥
の
ほ
か
、

野
生
の
サ
ル
、
夏
や
冬
の
朝
を
収

め
た
幻
想
的
な
風
景
写
真
な
ど
が

並
ん
で
い
る
。

池
島
代
表
は
「
会
員
た
ち
が
苦

労
し
て
撮
影
し
た
写
真
ば
か
り
。

自
然
界
で
同
じ
瞬
間
を
撮
れ
る
こ

と
は
二
度
と
な
い
の
で
、
ゆ
っ
く

り
と
観
賞
し
て
も
ら
え
た
ら
う
れ

し
い
」
と
話
し
た
。

同
館
で
は
、
作
品
の
展
示
を
希

望
す
る
団
体
を
募
集
し
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
は
同
公
民
館
（
☎
０

１
８
６
・

・
７
１
４
１
）。

１１
日
目
の
勝
負

勝

負

＝
十

両
＝

勇

磨

よ
り
き
り

英
乃
海

高

橋

お
し
だ
し

対
馬
洋

紫

雷

お
し
だ
し

千
代
栄

天
空
海

あ
び
せ
た
お
し
輝

鵬

北
の
若

よ
り
き
り

千
代
丸

玉
正
鳳

よ
り
き
り

大
奄
美

獅

司

お
し
だ
し

東
白
龍

友

風

は
た
き
こ
み

欧
勝
馬

島
津
海

お
し
だ
し

志
摩
海

一
山
本

お
し
だ
し

千
代
海

水
戸
龍

よ
り
き
り

貴
健
斗

狼

雅

よ
り
き
り

美
ノ
海

熱
海
富

よ
り
き
り

白
鷹
山

輝

よ
り
き
り

東

龍

＝
中
入
り
後
＝

竜

電

よ
り
き
り

大
翔
鵬

武
将
山

お
し
だ
し

千
代
翔

碧

山

は
た
き
こ
み

剣

翔

琴
勝
峰

ひ
き
お
と
し

金
峰
山

琴
恵
光

す
く
い
な
げ

佐
田
海

伯
桜
鵬

お
く
り
だ
し

高

安

北
青
鵬

よ
り
き
り

妙
義
龍

阿
武
咲

す
く
い
な
げ

豪
ノ
山

隆
の
勝

お
し
だ
し

平
戸
海

宇

良

よ
り
き
り

錦
富
士

王

鵬

お
し
だ
し

翠
富
士

正

代

よ
り
き
り

御
嶽
海

翔

猿

は
た
き
こ
み

明

生

錦

木

よ
り
き
り

遠

藤

宝
富
士

つ
き
お
と
し

阿

炎

琴
ノ
若

よ
り
き
り

湘
南
海

豊
昇
龍

お
し
だ
し

玉

鷲

若
元
春

よ
り
き
り

北
勝
富

霧

島

は
た
き
こ
み

大
栄
翔

＝
三
段
目
＝

琴
拓
也

お
し
だ
し

謙

信

（
東
三
段
目

枚
目
・
４
勝
２
敗
）

Ｊ
Ｒ
秋
田
支
社
に
よ
る
と
県
内

を
襲
っ
た
記
録
的
大
雨
に
伴
う
河

川
増
水
の
影
響
で

日
、
秋
田
駅

以
北
の
奥
羽
線
で
は
、
普
通
列
車

上
下
３
本
が
運
転
を
見
合
わ
せ
、

特
急
「
つ
が
る
」、普
通
列
車
上
下

４
本
が
区
間
運
休
し
た
。
線
路
点

検
の
た
め
、
特
急
「
つ
が
る
」、普

通
列
車
上
下
７
本
に
は
最
大
１
０

７
分
の
遅
れ
が
出
た
。

勇 磨―貴健斗

千代栄―白鷹山

美ノ海―千代海

東 龍―対馬洋

友 風―玉正鳳

北の若―大奄美

東白龍―輝 鵬

志摩海―一山本

島津海―天空海

英乃海―狼 雅

水戸龍―紫 雷

千代丸― 輝

熱海富―獅 司

（名秋九初春夏）

欧勝馬 ※ 大翔鵬

碧 山 初顔合わせ 金峰山

妙義龍 （○●○×●○）９ 宝富士

千代翔 ３（×●●○●●）５ 隆の勝

武将山 初顔合わせ 佐田海

錦富士 １（…×○●××）１ 竜 電

豪ノ山 初顔合わせ 高 安

琴恵光 ０（…………●●）２ 北青鵬

王 鵬 ２（○●○×××）２ 琴勝峰

阿武咲 １（●●…×××）３ 剣 翔

平戸海 初顔合わせ 翠富士

明 生 ５（×○○○××）８ 正 代

御嶽海 ７（●○○○×○）１ 宇 良

湘南海 初顔合わせ 錦 木

翔 猿 ０（……………×）１ 朝乃山

遠 藤 ４（●×××○×）２ 琴ノ若

阿 炎 初顔合わせ 伯桜鵬

大栄翔 （●●●●○×） 玉 鷲

北勝富 ０（●×××××）５ 豊昇龍

霧 島 ４（○××○○○）２ 若元春

生
命
保
険
協
会
は
、
北
秋
田
市

や
上
小
阿
仁
村
を
含
む
県
内

市

町
村
の
大
雨
に
伴
う
災
害
救
助
法

適
用
を
受
け
、
被
災
者
に
対
す
る

保
険
料
払
い
込
み
猶
予
期
間
を
最

長
６
カ
月
延
長
す
る
対
応
を
始
め

た
。
ま
た
、
保
険
金
や
給
付
金
、

契
約
者
貸
付
金
の
迅
速
な
支
払
い

の
た
め
、
必
要
書
類
を
一
部
省
略

し
て
取
り
扱
う
。

契
約
の
有
無
に
つ
い
て
手
掛
か

り
が
な
い
場
合
な
ど
は
、
災
害
時

受
け
付
け
専
用
連
絡
先
（
生
命
保

険
相
談
所
、☎
０
１
２
０
・
０
０
１

・
７
３
１
）で
照
会
に
対
応
す
る
。

齊
藤

毅
さ
ん


日
死
去
、


歳
。
大
館
市
字
八
幡
沢
岱

の


保
坂

昭
男
さ
ん


日
死

去
、

歳
。
大
館
市
字
観
音
堂
６

７
０
の
３

羽
賀

繁
作
さ
ん


日
死

去
、
１
０
１
歳
。
大
館
市
比
内
町

独
鈷
字
沢
村

の
４

藤
嶋

冨
士
雄
さ
ん


日
死

去
、

歳
。
北
秋
田
市
坊
沢
字
桐

木
沢
４
の
３

杉
本

ヒ
サ
さ
ん


日
死

去
、

歳
。
鹿
角
市
十
和
田
毛
馬

内
字
小
比
泥


大
里

恒
夫
さ
ん


日
死

去
、

歳
。
鹿
角
市
花
輪
字
下
花

輪
１
３
５
の
１

郷
土
力
士
の
結
果
（
幕
下
以
下
）

数字は幕内対戦成績。カッコ内は左力士から見た過去

６場所の勝敗。○は勝ち、●は負け、×は対戦なし、

△は不戦勝、▲は不戦敗、…は一方または両方が十両

以下。※は十両。

１２日目の取組

＝ 十 両 ＝

＝中入り後＝

会員の力作が並ぶ写真展（比内公民館）

教育旅行誘致に向けてＰＲした大館市

観光課職員（大館市提供）

創
立
30
周
年
に
寄
せ
て

秋
木
製
鋼
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

高
崎

融
さ
ん

生
産
技
術
科
（
平
成
６
年
度
卒
業
）

大館の魅力をＰＲ

北海道で誘致活動
まるごと体験協

教
育
旅
行

ボ
ル
タ
ー
秋
田
特
別
清
算

北 秋 田

負

債

10
億
円

事
業
と
従
業
員
は
譲
渡


